
 

 

 

 

 

 

 
◇いよいよ明日は 「卒業式」 

 ３月６日から始めた「卒業式」の練習でした

が、明日はいよいよ本番を迎えます。６年生と

５年生が、卒業証書授与、別れの言葉、式歌、

入退場などの練習を積み重ねてきました。１６

日（金）の予行練習では、これまでの練習の成果がよく表れ

ていました。６年生からは、自分が主役として、すばらしい

卒業にしたいという決意が、５年生からは、６年生の後を引

き継いでいくという決意が感じられました。６年生には、「卒

業式は『小学校最後の授業』だと思って、みんなの心に残る

式にしましょう。」と話しました。きっとすばらしい卒業式になることと思います。 

１６日には６年生の奉仕作業があり、講堂、流し、渡り廊下など、普段そうじが行き届

かない所をきれいにしてくれました。また、３月に入って続けていた卒業生との校長室で

の会食会も、１５日に全員が終わりました。卒業生とは１年間のお付き合いでしたが、一

人ひとり思いを込めて証書を手渡したいと思います。  

 明日はあいにく、別れを惜しんでの涙雨となりそうですが、ご来賓、保護者の皆様には

ご列席を賜り、卒業を温かく祝福していただきますようよろしくお願いいたします。  

 

◇お祝い給食会  
３月７日（水）「お祝い給食会」がありました。これは、

卒業を前に、６年生と学校の全職員が一緒に給食をいただき、

ゲームなどで楽しいひと時を過ごすものです。毎年、市立の

小学校で一斉に行われます。  

本校では、まず６年生の教室と、２つの空き教室を使い、

４つの教室に分かれて給食をいただきました。この日の給食

は、いつもよりちょっと豪華になっています。メインのおか

ずやデザートは、好きなものをセレクトもできます。給食調

理員のみなさんが、いつもより早く来て、一生懸命作ってく

ださいました。思えば、小学校６年間で、何回給食を食べたのでしょう。子ども達の体の

３分の１くらいは、給食でできているとも言えるのではないでしょうか。みんなで感謝を

しながらいただきました。班ごとに、６年生の児童と職員が、「小学校で一番楽しかったこ

とは？」、「中学校のクラブはもう決めた？」など、あちこちで会話も弾んでいました。最

後に、子ども達から職員一人ひとりに、心のこもった感謝状もいただきました。ごちそう

様の後は、２つの教室に集まり、それぞれクイズやゲームで盛り上がりました。  
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そして最後は、第１音楽室へ全員が集合。６年生と職員が向かい合って並びました。児

童代表あいさつの後、６年生が「旅立ちの日に」を合唱。聴きながら、間近に迫った卒業

の日を思い浮かべ、ジ～ンときました。最後に、校長から子ども達に話をして終了、の予

定でしたが・・・・。職員から「ちょっと待った～！」、「このままでは終われない！」の

声。子ども達には内緒で、最後に歌のプレゼントをしました。曲目は中島みゆきの「糸」。

この日のために、放課後パートに

分かれて何回か練習を重ねてきま

した。１番の後の間奏では、６年

生担任が、一人ずつ子ども達への

メッセージもはさみ、職員みんな

で心を込めて歌いました。最後に、

子ども達と職員が、歌を通じて心

が通い合った気がしました。いい

「お祝い給食会」でした。  

 
◇地域とともにある学校  
３月１３日（火）に、「昔の遊び体験会」がありました。これは、富洲原地区「きらく会」

の皆様にご来校いただき、１年生の児童が昔遊びの体験をさせていただくものです。本来、

１月末に予定していましたが、インフルエンザの流行による学級・学年閉鎖で、この日に

延期しました。この日、１年生は１人の欠席もなく、暖かく穏やかな日に恵まれて、結果

的には延期をしてよかったです。  

昔の遊び体験会は、１年生の３学級が学級ごとにまとまって、３つの会場を順に移動し

ながら行われました。会場と遊びの内容は以下の通りです。 

視聴覚室：花いちもんめ、お手玉、けん玉  

図書室  ：パッカン、あやとり、折り紙  

講堂   ：紙飛行機、コマ、竹とんぼ、メンコ  

各会場では、きらく会のみなさんが、やさしくていねいに、やり方や作り方を教えてく

ださいました。１年生の子達は、はじめはうまくいかなくても、何度もやっているうちに

うまくなり、うまくできた時には本当にうれしそうな顔をしていました。今は、デジタル

の時代ですが、昔のアナログな遊びにも、子ども達を引き付ける魅力があるようです。  

本校は、昨年度より市の「コミュニティスクール」に指定され、取り組み始めました。「地
域とともにある学校づくり」をスローガンに、学校と地域との連携を深めていきたいと願
っていますが、今回はその良いきっかけとなったと喜んでいます。きらく会の皆様には、
この日のために、これまで綿密な計画や準備をいただき、当日もたくさんの皆様にご協力
をいただき、本当にありがとうございました。最後に子ども達がお礼を言ったとき、「楽し
かった人？」、「またやりたい人？」と聞いたら、ほとんどの子が元気よく手を挙げていま
した。  

今後とも、
さ ら に 学 校
と 地 域 と の
連 携 が 図 れ
ますよう、き
ら く 会 の 皆
様はじめ、地
域 の 皆 様 に
は よ ろ し く
お 願 い い た
します。  

６年「旅立ちの日に」  職員「糸」 

あやとり・折り紙  紙飛行機  お手玉  

花いちもんめ  パッカン  「楽しかった人？」  


